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研究成果の概要（和文）：情報要求の具体化を支援する情報探索システムの実現にあたって必要

となる技術を開発し、図書館の現場で実運用評価した。被験者のうち 78％が有用なヒントを得

られるという結果を得た。 

 
研究成果の概要（英文）：This study developed basic methods for an information navigation 

system which supports clarification of information needs, and evaluated the methods at 

libraries. The result showed that 78% of subjects could get useful hints for information 

retrieval. 
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１．研究開始当初の背景 

 人が情報探索を行うプロセスは、人の持っ
ている情報要求が徐々に具体化するプロセ
スとしてとらえることができる。このプロセ
スを Taylor は以下の 4階層に分類している: 
(Q1)直感的要求(visceral need):漠然と知識
が欠けていることを認識しているが、どんな
知識が欠けているかはわからない 
(Q2)意識された要求(conscious need):どん
な知識が欠けているかはほぼわかるが、どん

な情報が必要かは明確に説明できない 
(Q3)形式化された要求(formalized need):欠
けている知識が明確にわかり論理的な質問
ができる 
(Q4)調整済みの要求(compromised need):検
索を行う対象(質問を投げかける相手や検索
システム)の知識構造や理解力を想定し、相
手の制約を認識して検索を行うことができ
る 
 一方、情報検索を工学的アプローチによっ
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て研究する立場からは、さまざまな情報検索
システムが提案されてきているが、ほとんど
の研究は Taylor の階層における Q4を前提と
しており、Q1～Q3 は対象とされていない。テ
キスト検索システムに関する評価型ワーク
ショップである TREC などでは共通の検索課
題を設定するが、評価の客観性を確保する必
要性から、課題として設定される検索質問は
必然的に Q4 のレベルのものとなる。また、
ユーザインタフェースの研究分野では Q3 か
ら Q4へのプロセスが扱われている。例えば、
利用者の入力した質問キーワードに関連す
るキーワードの提示についての研究などが
ある。 
 しかし、Q1～Q3 のプロセスをコンピュータ
システムで扱う研究はほとんど存在しない。
その大きな理由としては、情報要求が具体化
するプロセスを形式化するのが困難だとい
うこと、プロセスを客観的に評価する方法論
が確立していないことがあげられる。しかし、
人が必要な情報を得られないのはそもそも
Q1～Q3 の階層から Q4 に具体化できないのが
原因となっていることが多い。 
 では、必要な情報を効率的に見つけられる
人はどのようにして「情報要求の具体化」を
行っているのであろうか？ この命題を考え
る際に、文献探索の専門家である図書館員が
行っている情報探索支援行動が参考になる。
一般に、図書館のレファレンスサービスにお
ける質問回答の際、図書館員は利用者の情報
要求を「主題－探索事項」の形式に当てはめ
て分析しているといわれている。例えば、「杜
若の読み方を教えてください」という質問で
は、主題が「杜若」、探索事項が「読み方」
となる。図書館員は、利用者の調べたい主題
や探索事項が不明確な場合にさまざまな角
度からインタビューを行い、徐々に利用者の
情報要求を明確にしていく。さらに主題や探
索事項に関連するさまざまな情報資源に関
する豊富な知識を活用することによって、利
用者に適切な資料を提示することができる。 
 図書館員が行っている情報探索支援をシ
ステムで模倣する先駆的試みとしては、京都
大学において開発されたレファレンスサー
ビスシステムが存在する。このシステムは、
図書館目録の件名標目表を用いて利用者質
問文から書架分類(経済、政治、工学など)を
導出することで、図書館利用者の情報要求の
うち「主題」の推定をある程度実現している。
しかし、件名標目表に含まれている件名は数
万件にすぎないため、利用者がもつ多様な情
報要求に対応することは難しかった。 
 

２．研究の目的 

(1)図書館員が利用者の情報要求を具体化す
るために行っている「主題－探索事項」の枠
組みに沿った質問分析をシステムで模倣す

るために必要となる知識構造を明らかにす
る。具体的には、Web や図書館において利用
可能なさまざまな情報資源を「主題－探索事
項」の枠組みに沿ってシステム上で整理する
ためのオントロジーを設計する。ここで、情
報資源の多様性への柔軟性をもたせるため
にフォークソノミーの考え方を導入する。 
(2) 自宅のパソコンや図書館のキオスク端
末で自ら検索を行う一般利用者を対象とし
て効率的に情報探索支援を行うことのでき
るユーザインタフェースのあるべき姿を明
らかにする。具体的には、「主題－探索事項」
を軸として、上述の知識構造を活用して対話
的に情報要求の具体化を行うことができる
インタフェースを開発する。 
(3) 上述の「知識構造」「ユーザインタフェ
ース」がどれだけ利用者の情報要求具体化に
寄与したかを客観的に評価するための方法
論を明らかにする。具体的には、プロトタイ
プシステムを実際に運用して得られるログ
データを評価するための多角的な指標を開
発する。 
 

３．研究の方法 

(1) 「情報要求の具体化」を目的としたハイ
ブリッドオントロジーを適切に構築するた
めには、日常の業務において利用者の情報要
求に向き合っている図書館員の知見が不可
欠である。そのため、本研究では参考調査の
現場で豊富な経験をもっている図書館員の
方からの支援を受ける。 
(2) 本研究の目的上、一般の利用者に広く活
用してもらうことが不可欠となるため、本研
究において構築するプロトタイプシステム
には Webベースのユーザインタフェースをも
たせる。すでに平成 18～19 年の若手研究(B)
で開発した情報探索支援システム
「Reference Navigator」の Web ユーザイン
タフェース構築において協力関係にある東
京電機大学増田研究室と引き続き研究協力
を行う。また、図書館員の方にプロトタイプ
の試用をお願いし、いただいた意見を参考に
システムの改善を図る。 
 
４．研究成果 
(1) Wikipedia カテゴリと図書館分類体系を
「主題」「探索事項」の 2 つの観点から結び
つける手法について研究を行い、「神奈川県
の経済」「アメリカの政治家」などの精密な
分類を活用する手法を実装した。 
(2) 国内の複数の大学図書館において本シ
ステムを実際に運用し、図書館員や一般利用
者からの意見を収集した。 
(3) 「Wikipedia カテゴリと図書館分類体系
の関係を示すテーマグラフの描画機能」を本
システムに実装した。 
(4) 本システムの各機能が利用者の情報探



 

 

索においてどのように利用されているかを
分析するため、ログデータの収集・分析を行
った。 
(5) 本システムのうち、Wikipedia カテゴリ
ネットワークを解析する部分を独立したコ
ンポーネントとして抽出し、Wikipedia 軽量
解析ツールとして一般に公開した。 
(6) 実運用システムの実装を行った。具体的
には、国立国会図書館(NDL)が保有する情報
探索向けのさまざまなデータベースを統合
して提供するポータルサイト「リサーチ・ナ
ビ」の検索システムの設計・開発に取り組ん
だ。NDL は一般国民向けの情報探索支援サー
ビスとして、蔵書検索システム NDL-OPAC、近
代デジタルライブラリ、参考書誌紹介、調べ
方案内、レファレンス協同データベースなど、
多数のデータベースサービスを運営してい
るが、それぞれのデータベースがほとんど連
携しておらず、利用者にとっての使いにくさ
が指摘されていた。リサーチ・ナビは NDL の
Web サイトにおいて 2009 年 5 月に公開され
(http://rnavi.ndl.go.jp/)、ライブラリア
ンを中心としたユーザ層に、文献調査を行う
ための基本的なツールとして受け入れられ
ている。 
(7) リサーチ・ナビの設計・開発において得
られた知見を、国際学会や招待講演などで発
表した。具体的には、デジタルライブラリ分
野の国際会議 JCDL2009 をはじめ、図書館総
合展、京都大学図書館機構講演会、日本図書
館研究会、生物医学図書館員研究会など、ラ
イブラリアンが多数集まる機会における招
待講演を行った。また、NDL が発行する雑誌
「参考書誌研究」に、リサーチ・ナビ検索シ
ステムの技術解説記事を寄稿した。 
(8) リサーチ・ナビに実装されたテーマグラ
フをはじめとする機能の評価実験を行った。
具体的には、100 名の被験者を対象としてリ
サーチ・ナビを実際に利用してもらい、アン
ケートを収集した。その結果、テーマグラフ
については 78％のユーザが有用なヒントを
得られたと回答した。また、72％のユーザが
「Google や Yahoo!では得られない有用な情
報を得た」と回答した。 
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